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いるが、継続して注目され続けている（たとえば、Groenen 1996; Leroi-Gourhan 2004; 
Villers 2010）。1987 年にルロワ＝グーランの記念シンポジウムがひらかれ、記念論集とし




術と文化』（Techniques et Culture）誌に特集号（Martinelli 1993）がくまれている。その
後、1995 年に哲学者スティグレール（B. Stiegler）によって多領域にわたるシンポジウム














                                                   
1 先史考古学におけるルロワ＝グーランの意義と動作連鎖概念の展開については、山中
（2007）が論じている。 





ン｣（Claudine COHEN, Le fonds André Leroi-Gourhan à la bibliothèque municipale de 
Périgueux）と｢アンドレ･ルロワ＝グーラン自身によるルロワ＝グーラン: 彼の人生のアー
















｢アンドレ･ルロワ＝グーランと科学知の普及の戦略｣（Noël COYE et Nathalie 












（Brigitte et Gilles DELLUC, Art paléolithique: André Leroi-Gourhan à la lumière des 
découvertes récentes）と｢先史時代の言語、先史学者の言語｣（Georges SAUVET, Langage 











｢進化｣は、霊長類学による｢類人猿が分岐するとき : 起源から文化進化へ｣（Bernard 
THIERRY, Quand les primates ont divergé: aux prémices de l’évolution culturelle）、生
物学による｢進化への後成的アプローチ｣（Peter T. SAUNDERS, The epigenetic approach 
to evolution）、哲学による｢喋る骸骨、もしくは人類学によるナルシスティックな夢からの
哲学の目覚め｣（Franck TINLAND, Le squelette qui parle ou la philosophie réveillée de 

















ルロワ＝グーランの動作連鎖｣（Nathan SCHLANGER, «Suivre les gestes, éclat par éclat 











































 ｢アンガの悪霊の言葉における動作｣（Pierre LEMONNIER, Les geste en paroles des 










 ｢エピステモロジーと理論｣では、以下の 5 本の論文が収録されている。｢『動作と言葉』
における社会現象｣（Georges GUILLE-ESCURET, Le phénomène social à travers Le 
geste et la parole）によれば、ルロワ＝グーランの著作にはその同時代の理論にほとんど言
























｢ アンドレ ･ルロワ＝グーランと技術的論理 ｣（ Bernard STIEGLER, André 





























（107）。19 世紀的な人骨の形態論や 18 世紀的な百科全書的な技術論に読者は困惑される
かもしれないが、そこから練り上げられた諸概念は現代を鋭くうつしだしている（108）。 
｢アンドレ･ルロワ＝グーランと書くことの進化｣（Tim INGOLD, André Leroi-Gourhan 















｢ 序 論 : 特異性と多様性 ｣ （ Françoise AUDOUZE et Nathan SCHLANGER, 
Introduction: singularité et diversité）では、ルロワ＝グーランが諸分野に与えた影響を論











者の力学』（Mécanique vivante）は 1983 年になってようやく出版されたが 19 世紀の形質
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